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 昨年11月17日（日）放送大学創立３０周年記念講

演会「限りなく前進のための生涯教育」が、神奈川

学習センターにて開催されました。 

 第一部は林文子横浜市長が「チャレンジこそが成

長の糧～学びを通じて豊かな人生を～」と題して講

演を行いました。子どもの頃の思い出に始まり、社

会人となり企業から現職に至るまでに経験された

様々な出来事を踏まえて、人と人との繋がりや何事

にも愛をもって接する大切さを話されました。 

 第二部は「放送大学の魅力と今後の方向性」と題

放送大学創立３０周年記念講演会                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

して、小寺山副学長と卒業・在学生５名によるパネ

ルディスカッションが行われました。 

 このパネルディスカッションでは、これまで放送大

学で学んできた学生の皆さんと、放送大学を運営

する立場の教員が、「放送大学での自身の経験と

放送大学が持つ魅力」を語るとともに、「今後さらな

る発展をするための方策」について語り合いまし

た。 

 放送大学創立30周年記念講演会は150名の参加

者があり、林市長の講演の熱気をそのままに、パネ

ルディスカッションにおいては活発な意見交換が行

われ、第一部・第二部ともに盛況のうちに終了しま

した。 

 １１月１６日、伊勢原市中央民間を会場に、神奈川

学習センターと、厚木市・大和市・海老名市、相模

原市・秦野市・伊勢原市・座間市・綾瀬市の各教育

委員会共催の公開学習会「生涯学習としての文化

活動」次世代に伝統文化をどう継承していくか～が

開催されました。 

 はじめに、ハワイアン音

楽とフラの会によるアトラク

ション。続いて、野崎宏さ

ん、吉川正昭さん、岩井寿

鶴さん、田村洋子さんの４氏による事例発表。独立

行政法人国立文化財機構客員研究員齊藤裕嗣さ

んから事例発表ひとつひとつに

関連する丁寧なコメントと基調講

演「伝統文化の継承」が行われま

した。最後に、事例発表者と齊藤

研究員、池田所長によるパネル

ディスカッションで締めくくられま

した。 

 事例発表者のみなさんは、ひとりひとり伝統と地域

に根ざした独特の活動をされています。みなさん共

通するのは、自らの強い意志で主体的に活動に取り

組んでいて、その伝統文化への愛情と誇りを感じら

れることでした。生涯学習のあるべき姿を見ると同時

に彼らが活動し

やすい環境をつ

くってゆけたらと

思いました。 

第６回 県央８市との公開学習会「生涯学習としての文化活動」                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

野崎宏さん 岩井寿鶴さん 吉川正昭さん 田村洋子さん 

齊藤裕嗣国立文化財

機構客員研究員 
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まんだら堂やぐら群に魅了された逗子から古都鎌倉へのウォーキング  斉藤 千枝子                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

 私は神奈川学習センター

の掲示板で、ウォーキングの

会主催の『逗子から名越切り

通しを抜ける古都鎌倉へ！』

のポスターを見ました。私は

地元の者として鎌倉が世界

遺産になるのを強く望んでいました

が、残念ながら今年6月「鎌倉世界遺

産の推薦取り下げの正式決定が発表

され、再挑戦をめざし抜本見直し」を

行うという報道を耳にしました。今回の

コースは鎌倉の新しい発見があるかも

知れないと期待をかけ、躊躇なく参加

申し込みをしました。 

 １１月２日土曜日、曇り空の穏やかで歩くのにちょうどよ

い気候。放送大学生以外、地域の方々を含め50名を超

える参加者がありました。４グループに分かれそれぞれ

にリーダー、サブリーダーが付きました。主な見学ポイン

トは逗子の亀岡八幡宮からスタート→岩殿寺→法性寺

→名越切り通し・まんだら堂やぐら群→長勝寺→光明寺

→和賀江嶋がゴールです。 

 見学ポイントではリーダー

が分かりやすく解説をしてく

ださるので興味深く聞くこと

が出来ました。その解説が

共通の話題となり、初めてお

会いする方とも親しくお話しできるきっかけとなり楽しい

ウォーキングの会でした。 

 見学ポイントの名越切り通しの途中にある「まんだら堂

やぐら群」は、何とも言え

ないパワーを感じる場所

でした。公開のため下草

を刈り、見学しやすいよ

うに整備していただいて

いました。急峻な階段、

でこぼこの山道を登り、標高90mの山中にあるやぐら

群は五輪塔が安置され、武士や僧侶を葬る特別な場

所、緑の中、空気が澄み、他とは違う特別な雰囲気を

醸し出していました。中世の葬送空間を今も感じるこ

とができる場所です。 

 ゴールの和賀江嶋は１２３２年に

建設された日本最古の築港です。

「4月の大潮のときは築港に使われ

ていた石が海面から現れ、200ｍ先

の先端まで歩くことが出来ました

が、普段はほとんど水面下に没して

います。来るたびいつもあの場所に

船があるんですよね。」と

リーダーが話されました。   

 浜から海に目をやると波

間に船が２艘ありました。今

も使われているように見え

るその船を誰がどうやって

そこに停留させたのだろう

と不思議に思いました。そ

の船は和賀江嶋が港だっ

たということを示しているの

でしょうか。 

 歴史とはその人が必要と

しているパワーを与え、関心があればあるほどその場

所・出来事は価値あるものになり、仲間が多いほどパ

ワーも価値も上がると感じたウォーキングの会でした。 

通巻第５７号 

 １１月２日と９日（両日同一内容）Ｋ－サポート地域連携

チーム（神奈川学習センターウォーキングの会）による、「逗

子から武家の古都鎌倉へ！」が開催されました。 （編集部）                  

 神奈川学習センター講義室における昼食について 
 

 神奈川学習センターでは、単位認定試験期間以外は、面接授業の期間中、講義室においては「飲食厳禁」とし

て、昼食は学生談話室やロビー等でとるようにしていました。しかし、昼休み時間に昼食をとる場所が限られている

ことから、面接授業受講の学生の皆さんの便宜を図るため、今後は講義室内において昼食をとることを認めること

にいたしました。 

 昼食をとる際には、講義室の環境保全に最大の配慮をお願いします。具体的には、食物くずや飲み物等を机上

や床に溢さないこと、周辺に強い匂いを発する食品を持ちこまないこと、食べ終わった後の始末をしっかりすること

等、講義室を皆さんが気持ちよく使えるようにしてください。もし、講義室を汚してしまった場合には、自己責任にお

いて、備え付けてある掃除用具で清掃するようにして下さい。 

 また、図書室、視聴学習室、実習室、実験室での食事はもちろん、ペットボトル等からの飲料摂取はこれまで通り

禁止します。学生の皆さんのご協力により、神奈川学習センターが快適で使いやすい環境を保持するよう、よろしく

お願いします。 

神奈川学習センター所長 池田龍彦 

社会と産業コース  
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ＯＵＪ神奈川学習センターだより編集部                      
赤松、家田、伊藤、入江、遠田、笠井、吉川、木下、 

筥崎、三国、和田 

（５０音順、以上、Ｋ－サポート機関紙編集チーム） 

垣谷（Ｋ－サポート事務局） 

石塚（学習センター事務室） 

カット絵は、よーこさんの作品です。 

面接授業「科学的な見方・考え方」            受講生 有川 奈積 

 私は中学生のころ、

綺麗な写真のいっぱ

い入った理科の資料

集がきっかけで科学の

世界に惹かれ、以来

身の回りのふしぎにつ

いて本を読んだり授業

を受けたりして学んで

きました。シラバスに

あ っ た「科 学 的 な 見

方・考え方」というタイト

ルと、「科学は楽しく、

不思議の世界の道しる

べとなります。」という一文に惹かれ受講を決めま

した。 

 実際に受講してみて嬉しかったのは、一つの

分野に集中するのではなく、いろんな分野の話

が聞けたことです。科学の始まり(この世の根源)

を問いかけた古代の哲学者の話から、途方もな

くスケールの大きな(マクロな)宇宙の話、私たち

の体や世界を作っている物質とはどんなものだ

ろう？という元素や電子のミクロな話。 

 ほかにも身近で当たり前のように思ってしまう水

の性質や、色が見えるしく

みについて、エネルギーの

話、放射線についての正し

い知識、科学と疑似科学の

違い、見分け方。 

ところどころハイレベルで難

しい話もありましたが、濱田

先生の軽妙なユーモアで

フッとほぐれる、笑いと理科

が大好きな私にとってはとても楽しい、8時限じゃ足り

ないような面接授業でした。話がどう転がっていくか

分からないのも、放送授業にはない楽しさでした。 

 科学は日常生活とは縁遠いものだとか、苦手、よく

分からない…というイメージ

を持たれてしまいがちかも

しれませんが、私たちの身

体の中で複雑な代謝が起

こり、電気信号などが文字

を読む(見る)、感じる、考え

る…ということが現在進行

形で起こっています(この文

を読んでくださっている時

点で…)。この仕組みを解き

明かすのが生物学です。 

 その身体は多くの化学物質(元素)の、微妙で絶妙

なバランスで構成されていますし、その元素は、137

億年の宇宙の歴史、めぐりめぐる星の誕生と死でつく

られたものです(化学、天文学の分野)。地球上で物

が落ちるという現象、電力や磁力の性質を説明する

のは物理学の分野。また最近でいえば、小笠原での

火山活動による新島の誕生などは地学の分野…と、

生活のあらゆるところに科学 (生物学、化学、物理

学、天文学、地学などをまとめて呼ぶのが科学です)

は密接に関わっています。「科学が分かると、世の中

が100倍輝いて見える」という昔あった科学番組の謳

い文句を、改めて

思い出した面接授

業でした。 

濱田 嘉昭 教授 

 今回掲載を予定していました面接授業「生涯学習

と参加型学習」は、誌面の都合により掲載を延期し次

号以降掲載の予定です。取材にご協力いただいた

皆様には、ご迷惑をお掛けいたしました。お詫び申し

上げます。                   （編集部） 

お詫び 



 

 

学しました。 

 船上からは、沖合いに停泊

する船舶、窓のないビルを横

に倒したような自動車運搬

船、赤レンガ倉庫が現役だっ

た頃の正面、氷川丸の後ろ

姿、普段見ることができない

横浜港の風景を満喫する事

ができました。 

 その後バスで移動し、色とり

どりのコンテナが、マッチ箱を

積み重ねたように見えるほど

の広大な敷地で、港湾作業

を見学しました。 

 赤と白のガントリークレー

ン、コンテナを高く吊り上げる

クレーンが動く様子など、見

るものすべてが新鮮でした。 

 面接授業を通じて、国際物

流の現場である横浜港を身

近に感じ、国際貿易港としての港湾の役割をあら

ためて実感しました。  
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○学習相談チーム 

  Ｋ－サポートの学習相談、２０１４年度第１学期

は、４月１９日から６月２２日まで（５月３日・４日は

お休みします）の土曜日と日曜日、午後１時から

午後３時５０分の間、２階、談話室の相談コーナー

で行います。予約は不要です。 

 放送大学での学習に関して困っている点に限ら

せていただきますが、まずは気軽に何でも相談に

きてください。 また、５月下旬頃に提出する「通信

指導」についても、助言や指導いたします。 

Ｋ－サポートからのお知らせ 

面接授業「港湾活動と社会発展」             受講生 石川 智子 

 歴史ある貿易港として栄

えてきた表情豊かな横浜港

の姿と、私たちの生活と密

接な関わりを持つ港湾の国

際貿易の現場に行ってみた

いと思い受講しました。 

 山下公園に集合し、10時

20分発のマリーンシャトルに

乗船、横浜港を船上から見

○ＫＳＣいきものがかり 
 
（石橋正彦麻布大学名誉教授主宰の研究会） 
 

 生き物とそれを取り巻く環境（博物学）につ

いて学び、楽しむ会です。磯の観察会、探鳥

会、動物園や博物館などの施設見学会、関

連する研究などの紹介や発表をしています。 

連絡先：石橋正彦

（masahikoishibashi@yahoo.co.jp） 

研究会等のご案内 

 １０月２２日と１１月６日、

池田龍彦所長の面接授

業「港 湾 活 動 と 社 会 発

展」が、開講された。 

 １０月２２日は、学習セン

ター講義室で横浜港の

歴史や特徴、アジア各国

の港との比較や、課題に

ついての講義を受けた。 

 １１月６日は、横浜港で

実際に港湾施設を見学

しながらの授業、午前中

は池田所長の解説を聴きながらマリーンシャトルで

横浜港内を一周した。下船し昼食後は、大桟橋、本

牧埠頭、大黒埠頭を見学。最後は、ＪＩＣＡ橫浜で横

浜港の展望を語りあった。        （編集部） 

池田 龍彦 所長 



 

 

PAGE 6 ＯＵＪ神奈川学習センターふゆだより 

○神奈川放友会  
 
 忘年会（１２月１４日、５２名参加）が終わって、

今期の行事は次の通りです。 

２月２３日（日）旅に行こう会 三島、沼津への 

バス旅行 

３月１６日（日）月例会 

３月３０日（日）お花見・卒業、修了祝賀会 

放友会についてのお問合せは 

事務局長：高橋照夫 

アドレス：nsjxw765@ybb.ne.jp 

 学生サークルからのお知らせ 

 ○うえるかむKanagawa 
 英会話、英語学習、小さな国際交流、海外旅行等英

語に夢を持っている人が集まり楽しく学んでいます。 

☆例会は毎月第２、第４水曜日(試験月等変更有り) 

 ＊例会：午前 Benny class (3クラス) 

午後English songs & Group study 

☆午前中はカナダ出身のBenny先生による英会話レッ

スン午後は4グループありますが、午前、午後とも自分

に合うグループを選べます。 

☆うえるかむ名画座、ゲスト講演会、懇親会、その他

色々な企画があります。 

☆詳細は談話室のちらし、又は下記のHPでご覧下さ

い。 

 http://welcome-kanagawa.jimdo.com/   

☆サークル活動を一度覗いてみませんか。 

問合せ：星 礼子  090-4054-8282   

reikosunflower@yahoo.co.jp     

○人間学研究会 
 

１．例会 

・2月8日(土)当金彦宏さん『人類最古の平和条

約”カデシュ”～ヒッタイトと エジプトはどのように戦

い、和平を結んだのか～』 

・3月9日(日)村井一秋さん『物流ってな～に？』

（仮題） 

・4月6日（日）添田敬子さん『「日清戦争における

戦没兵士遺族の行動と心情」－秋山好古揮毫の

添田賢次郎招魂碑建立の軌跡ー』 
 

 

    問い合わせ 安田武夫 ℡ 045-775-0879 

○中国語学習会 

 少し距離感のある大国、中国、私たちは二人の

中国の先生の丁寧な指導のもと、純粋に中国語を

愛し学んでいます。学習日に どうぞ見学にいらし

てください。 

☆学 習 日： 第一、第三日曜日 

☆学習時間：10時～12時 中級（告旭平老師） 

              「本気で学ぶ中国語」使用 

        13時～15時 初級（唐斌老師） 

              「301初級」使用 

☆ 問い合わせ： 万場（まんば）由美子 

           046-293-5521 

○放大かながわレク・サークル 
 

★パソコン部：個人のニーズに応じた学習。 

学習日時：第2、第4木曜日 １３時３０分～ 

１５時３０分。 

場所：神奈川学習センター 実習室:申込制 

★ウオーキング部：２ヶ月に１回、「東海道五十三次」

実施中。名所旧跡文化 施設等も対象 

★その他観劇、観光、映画、美術鑑賞等。 

上記の各種活動はいずれも自由参加。 

 ―会員募集中（随時申込・受付）― 

 問合せ：島田 義治 Tel 090-3907-8384 

 E-mail simada.yosiharu@coral.plala.or.jp 

○韓国語同好会                                                                       

 

★月例会 第１、第３土曜日（原則、ＨＰで確認可） 

①１０：００～１１：００ 初級者 現在３名、ぜひ参加を！ 

②１１：００～１１：２０ ミーティング（全員） 

③１１：２０～１３：２０ 中級者（『韓国語Ⅰ・Ⅱ』履修者） 

    中級クラスは途中休憩あり。 

④１４；００～１５：００ 自主学習（１月休み） 

★講師 横浜国大客員研究員 金蘭美先生 

★２０１４年５月１８日（日）～２１日（水）３泊４日 

 韓国放送通信大学本部訪問など韓国研修旅行 

  予定！！ 参加者募集中！！ 

★ホームページ http：//www.hangugo-club.org 

★問い合わせ ０９０－５７９７－９４１８（村田） 
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 神奈川同窓会だより 

  神奈川同窓会は卒業祝賀会にて大活躍！ 

☆平成25年度学位記授与式3/21→NHK 

  卒業祝賀会→ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ 

☆弘明寺サロンおよび会内同好会 

 ①弘明寺サロン2/19，3/19 

 ②茶道同好会→5回目2月19日大岡ｾﾝﾀｰ 

 ③映画研究同好会→2月19日「喜びも悲し 

  みも幾歳月」 

☆春のﾌｪｽﾀ3/2→映画「少年Ｈ」 

☆同窓会会員の他一般学生大歓迎 

HP:→http://www.geocities.jp/hatoh_net/ 

お問い合わせ…045-333-4426 金田 保男 

○資格取得研究会 
 
 看護・福祉分野を中心にキャリアアップや進学・

就職を目指す集まりです。現在、大学卒を目指す

看護師の方、看護師国家試験を受ける方、医療

関係、福祉関係のキャリアアップと認定心理士を

取られる方などで構成されています。内容は例会 

（情報交換）と講演会の聴講、見学会など。                       

これからの例会予定 

・１月１９日（日）１０：００ 第１講義室 

・２月、３月例会は、日程未定 

・４月６日（日）１３：００ （予定 講義室未定） 

会費：￥５００（１年間） 

ホームページ…http://shikaku.yumesora.net 

お問い合わせ…080-5546-7913（はこざき） 

○神奈川合唱団 
 

楽しく一緒に唱いましょう。 

今年度も、３月２１日の学位記授与式にＮＨＫ

ホールにて学歌を唱います。発声法に特に

力を入れた指導を受けています。また“歌声

喫茶”を設け仲間との親睦を深めています。

気軽に見学においで下さい。 

場所 大岡地区センター（神奈川学習セン

ターの向い側） 

第１、第３水曜日 午後６時～８時３０分  

連絡先 家田 0466-34-7545 

      赤松 044-288-0655 

○ダンスサークル（社交ダンス） 
 

レッスン日  毎月第2火曜日と第4火曜日 

時間 午後2時～4時 

費用 年会費 入会時に1000円 (以後毎年1000 

        円) レッスン料 月1500円 

場所 第7講義室 

その他 全科履修生は体育実技（1単位）を取得

できます。 

 レベルの高いステップではなく基本的なステッ

プの組合せで楽しく踊る！を目標に練習に励ん

でいます。ダンスを始めてみましょう!! きっと新し

い世界が開けますよ！ 

 お問い合せ 放送大学ダンスサークル 宮川 

                   ℡045-933-9753 

とき：平成２６年３月２日（日） 

ところ：放送大学神奈川学習センター 

講演会 『がんと人間と社会』 10:00-12:00 

講師：垣添忠生 独立行政法人国立がんセンター名誉総長 
 

映画鑑賞会『少年Ｈ』（2013年東宝）13:00-15:30 
 

主催：神奈川サークル協議会／神奈川同窓会 

 講演会／映画鑑賞会のお知らせ 



 

 

◆学生募集について◆ 
 

平成２６年度第１学期入学（４月入学）の教養学部生、大学院修士選科・科目生の学生募集を行って

います。 

願書受付期間：平成２５年１２月１日(日)～平成２６年２月２８日(金) 

学ぶ喜びをより多くの方々に知っていただきたいと思い皆様のご家族・ご友人・知人に放送大学の 

魅力や利用方法をご紹介下さるようお願いします。 

 参考：放送大学にも編入学制度があるのはご存知でしたか？ 

    ◎短大を卒業された方･･･３年次に編入できます。 

    ◎Ｓ５１年以降の専修学校専門課程を卒業された方･･･３年次に編入できます。 

            （詳細は学生募集要項を参照してください。） 

    ◎大学を１年以上在学して中退された方･･･２年次または３年次に編入できます。 
 

◆科目登録申請について◆ 

平成２６年度第１学期の科目登録申請は下記のとおりです。登録を忘れないようご注意下さい！！ 

申請期間：平成２６年２月１４日(金)～平成２６年２月２７日（木)【郵送】[本部必着] 

平成２６年２月１４日(金)～平成２６年２月２８日(金)２４時【Ｗｅｂ】 

 対象学生：平成２６年度第１学期に引続き学籍がある方 

 注意事項：◎在学生の次学期の科目登録（放送授業及び面接授業）申請です。 

詳細は、「科目登録申請要項」をご確認ください。 
 

◆継続入学者の面接授業科目登録申請について◆ 

◎継続入学者（平成２５年度第２学期に在籍している方で、次学期に入学される方）はシステム

WAKABAから平成２６年２月１４日(金)９：００～平成２６年２月２８日(金)２４：００【Ｗｅｂ】までに出願し、

放送授業を１科目以上登録後、面接授業の科目登録申請が可能です。 

※紙媒体による面接授業科目登録申請はできません。 

   〔システムWAKABA（インターネット）＝【Ｗｅｂ】〕 

※継続入学生は「学生募集要項」Ｐ２６・Ｐ２７を必ずご確認ください。 
 

◆特別聴講学生募集について◆ 

 放送大学(神奈川学習センター)では、横浜国立大学が放送大学と相互に単位を互換する協定を

結び、双方向による単位互換を実施します。 

 これにより、放送大学の学生（全科履修生）は、単位互換協定を締結し

ている横浜国立大学の授業科目を履修することができ、修得した単位

は、放送大学の単位として認定されます。 

平成２６年度第１学期の募集については平成２６年２月以降に神奈川 

学習センター掲示版・ホームページで周知いたします。 

１．出願資格 ①全科履修生 

          ②本学の在学年度が１年以上の者 

              ③放送授業科目において３０単位以上を修得した者 

   （出願先「横浜国立大学」へ通学が可能である者。） 

２．出願のための履修相談先：神奈川学習センター事務室窓口  

学習センターからのお知らせ 


